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 英語における具体的な多義分析の１つとして、前置詞 over に関する良質な先行研究が蓄積されている。前置
詞 over の多義は、次の(1)における下線部のように例示される。 
 
 (1) a. John walked over the hill. (歩いて丘を越えた) 
   b. The airplane flew over the hill. (丘の上空を飛んでいった) 
   c. Bill lives over the hill. (丘の向こうに住んでいる) 
   d. Cherry trees are planted all over the hill. 
     (桜の木が一面に植えられている) 
   e. The king reigns over the people. (王は人民を統治している) 
 
(1a)～(1d)は、いずれも前置詞 over が目的語に hill(丘)をとっているが、動詞の語彙的意味によって主体(主
語)と目的語の関係に微妙な差異が生じる。(1e)は、(1a)～(1d)とは異なる構文のように見えるものの、本質的に
は(1a)～(1d)と前置詞 over の意味に関連があると考えるのが妥当であろう。これらの例文に観察される前置詞 
over の多義性は、およそ次のような図式(スキーマ)の中でどこに焦点をあてるかによって多義が生じると分析さ
れる。 
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２．基本動詞 have の多義 






 さて、動詞 have は典型的な基本動詞であり、中学１年生の早い段階で学習するが、それゆえに固定的な訳語
に固執する傾向が広く見られる。中学校レベルの英語学習者は、動詞 have の初出時に「持つ」という訳語で覚
えるため、主語や目的語との意味関係を考慮しないまま「持つ」と一義的に関連づけてしまう傾向が観察される。
実際には、例えば、I have two sisters.であれば「姉妹が２人いる」のように「いる」と訳出すべきであり、We 














            図３                      図４ 
 
図３において、Ｘは統語上の主語(主体)で、Ｙを目的語とし、Ｘを主体とする楕円状の領域内にＹが存在すると
いう関係を表しており、抽象的な一般形で表せば Ｘ have Ｙ という音形が「ＸのところにＹがある」という意
味を表している。これを典型的な事例で具現させると、図４のように、Ｘに人称代名詞 I を入れ、Ｙに a pen を
入れたものが I have a pen.であり、「ＸはＹをもっている」と和訳されることになる。 
 本研究課題で重要なのは、have＝「持つ」という固定的な逐語関係に縛られることなく、上掲の図３のような
関係を理解することによって、日本語の「持つ」に訳出されない用法を身につけようとする点にある。そこで、










            図５                      図６ 
 
図５は、Ｘに人称代名詞Ｉを入れ、Ｙに a sister を入れたものであり、人称代名詞Ｉの領域に a sister があ
るという関係を表している。この関係を日本語で「私には妹がいる」と表現するならば、図７に従い、日本語で
いう「私には妹がいる」は英語で Ｉ have a sister で表されることになる。同様に、図６は、Ｘに人称代名詞
Ｉを入れ、Ｙに a dog を入れたものであり、Ｉ(＝私)の領域に a dog があるという関係を表している。この関
係を日本語で「私は犬を飼っている」と表現するならば、図６に従い、日本語でいう「私は犬を飼っている」は
英語で Ｉ have a dog.で表されることになる。こうして、基本動詞 have が、必ずしも「持っている」ではなく、
「いる」や「飼っている」という表層的な訳語レベルの多義を越えて、一元的に活用できるよう理解を深めた。 











             図７                     図８ 
 
図７と図８は、ともにＸは人称代名詞Ｉであるが、Ｙは lunch と homework で、いずれも不可算名詞であり、も
はや「持っている」と訳出することはできない。それでも、人称代名詞Ｉの領域に lunch や homework があると
いう関係が提示されている限り、学習者は have で表現できるものと理解した。この関係を日本語で「私は昼食
をとる」や「私には宿題がある」と表現するならば、それぞれ、英語で Ｉ have lunch.や Ｉ have homework.
のように表現できることを理解したようであった。 
 以上の例に関する限り、have で表される事象は次のように整理される。 
 
    (ペンを)持っている 
    (兄弟が)いる 
    (ペットを)飼っている          have  
    (昼食を)とる 












 (2) a. ジュースを飲む  →  drink the juice 
   b. スープを飲む   →  eat the soup 









 (3) a. 帽子をかぶる   →  put on the cap 
   b. シャツを着る   →  put on the shirt 

























 (4) a. I remember all my classmates' names. 







           ①覚える     ③思い出す  
            ↓        ↑ 











       ⑤世間  
         ↑ 
       ④生命体    ②生活・暮らし 
         ↑        ↑ 
             ①人生・一生         
      ↑ 




















 まず、 身体部位の主な部分について、図 11のように視覚的に提示した上
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     図16         図17         図18         図19 
 
図 16は、身体の一部としての mouth であり、ここから図 17のような「カバンの口(mouth of a bag)」や図 18











      図20              図21                図22 
 
図20において、ビンの最上部にある注ぐ部分を mouth(口)といい、その下は lip(唇)という。その下の細い部分
が neck(首)であり、そこから太い部分に広がるところが shoulder(肩)である。ビンの neck の部分は、中の液
体が出るときの勢いを落とすために敢えて設けられた狭めであり、慣用句として、物事の「障害」になるものを
「ネック」と呼ぶのも、図 20に見られるようなボトルネックの機能に起因する。図 21でも、椅子の back(背中)









 問１ 英語の多義を知ることができた 
 問２ 英語の表現を見たり聞いたりして、日本語に訳すのは１つではないことがわかった 
 問３ 動詞のコア（中心的意味）と日本語の意味のつながりを理解できなかった 
 問４ 動詞のコア（中心的意味）を理解することで、英語の表現に活用できそうだ 





    表１：生徒の自己評価 
 ４点 ３点 ２点 １点 
Ｑ１ 76 46 5 3 
Ｑ２ 90 33 2 5 
Ｑ３ 22 22 39 47 
Ｑ４ 61 56 7 6 











                                                                          





































    表２：自己評価の加重平均 
問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 












































実(2015)でも強調されているものであり、Tunmer and Bowey(1984)は「メタ言語意識（metalinguistic 
awareness）」と呼んでいる。また、母語習得において Hawkins(1984)が指摘した「ことばへの気づき(language 
awareness)」に相当し、Rutherford and Sharwood Smith(1985)では「意識高揚(consciousness raising)」
と呼んでいるが、「ことばへの気づき(language awareness)」と「意識高揚(consciousness raising)」の
異同については、福田浩子(1999)で丁寧に整理されているので参考になる。 
[２]前置詞 over の多義性については、Brugman(1981), Lakoff(1987), Vandeloise(1990), Dewell(1994), 
Kreitzer(1997), 田中茂範(1991)のほか多くの分析が蓄積されているが、Tyler and Evans(2001)は典型と
しての protoscene を中心とする多義ネットワークモデルを提案している。 
[３]日本語と英語の相乗的な学習というアイディアは、菅井三実(2012)で詳説したものである。 
[４]もちろん、ニュアンスによって swallow(飲み込む)という動詞が用いられたり、熟語で「涙を飲む」と言え
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